
防大売店にて広報官と

政府専用機機内にて安倍首相と山下３佐

諦めかけていた自衛官へ再挑戦。海上自衛隊入隊が決定
員
で
、
防
大
生
に
な
っ
た
友
人
に
会
い
に

な
ど
校
内
を
案
内
。
儀
仗
隊
の
ド
リ
ル
演

受
験
し
た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
。
警
備
会

押
し
て
も
ら
っ
て
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

た
友
人
と
一
緒
に
勤
務
す
る
こ
と
。
自
分

渡
し
た
。

と
と
も
に
、
鈴
木
さ
ん
の
夢
を
支
援
し
て

２
０
日(

水)

、
自
衛
官
候
補
生
試
験
に

木　

嶺
太
さ
ん
の
訪
問
を
受
け
た
。

に
来
て
い
た
。

け
、
防
大
に
来
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
こ

自
衛
官
候
補
生
試
験
の
説
明
を
き
い
た

足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

合
格
。
海
上
自
衛
官
と
し
て
入
隊
す
る
こ

市
ヶ
尾
募
集
案
内
所
を
訪
れ
た
鈴
木
さ

官
に
な
る
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

と
話
し
た
。

官
を
目
指
す
若
者
の
力
に
な
っ
て
い
き
た

鈴
木
さ
ん
は
警
備
会
社
に
勤
め
る
会
社

と
を
知
る
と
、
資
料
館
や
学
生
舎
、
売
店

鈴
木
さ
ん
は
「
高
校
卒
業
時
に
自
衛
隊
を

ん
は
「
あ
の
時
、
広
報
官
の
方
に
背
中
を

た
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
防
大
に
行
っ

そ
の
場
で
志
願
票
に
記
入
し
広
報
官
に
手

い
。
引
き
続
き
入
隊
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

内
所(

所
長 

近
藤
１
空
尉)

は
、
１
２
月

合
格
し
、
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
予
定
の
鈴

昨
年
１
１
月
「
防
衛
大
学
校
開
校
記
念
祭
」

松
村
広
報
官
は
、
鈴
木
さ
ん
に
声
を
か

奏
も
見
学
し
た
。

社
で
勤
務
を
し
て
い
る
も
の
の
、
何
か
物

１
２
月
に
実
施
さ
れ
た
試
験
に
臨
み
、

と
が
決
ま
っ
た
。

心
の
片
隅
に
忘
れ
ら
れ
ず
に
あ
っ
た
自
衛

も
幹
部
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

市
ケ
尾
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
自
衛

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

山下相談員より航空自衛隊政府専用機パイロットを務めるご子息の近況報告
に
輸
送
す
る
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

山
下
３
佐
は
、
一
般
幹
部
候
補
生
飛
行
要
員
と
し
て
航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学

の
姿
を
見
て
、
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
航
空
祭
に
は
、
妻
と
共
に
必
ず
足

す
る
姿
は
、
航
空
自
衛
隊
を
目
指
す
若
者
に

だ
っ
た
。

相
談
員
よ
り
航
空
自
衛
官
で
あ
る
ご
子
息
の
近
況
報
告
を
受
け
た
。

所
属
し
、
政
府
専
用
機
ボ
ー
イ
ン
グ
７
４
７
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
務
め
、
天
皇
・
皇
后
両

を
続
け
て
お
り
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
１

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
航
空
自
衛
隊
の
広
報
活
動
も

た
。

に
も
、
政
府
専
用
機
で
参
加
予
定
だ
っ
た
が
、
台
風
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
。
そ
の

決
ま
っ
た
入
隊
予
定
者
と
の
懇
親
会
を
企
画

な
ど
、
家
族
会
や
相
談
員
会
の
活
動
を
積
極

い
る
自
衛
官
が
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く

陛
下
の
外
国
訪
問
や
安
倍
首
相
を
は
じ
め
政
府
要
人
ら
を
国
内
外
の
目
的
地
へ
安
全

担
っ
て
い
る
。

そ
の
時
の
心
境
を
父
で
あ
る
山
下
相
談
員
は
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
夢
を
叶
え
た
息
子

市
ケ
尾
募
集
案
内
所
は
「
ご
子
息
の
活
躍

際
、
山
下
相
談
員
は
「
息
子
の
晴
れ
姿
を
見
ら
れ
ず
、
残
念
」
と
話
し
、
寂
し
そ
う

０
日(

火)

、
自
衛
隊
市
ケ
尾
募
集
相
談
員
会
の
山
下　

仁(

や
ま
し
た　

ひ
と
し)

山
下
相
談
員
の
ご
子
息
で
あ
る
山
下
３
佐
は
、
航
空
自
衛
隊
特
別
航
空
輸
送
隊
に

現
在
は
、
政
府
専
用
機
の
機
体
交
換
に
伴
い
、
ボ
ー
イ
ン
グ
７
７
７
の
操
縦
訓
練

０
月
号
の
雑
誌
『
航
空
情
報
』
の
特
集
『
密
着
！
政
府
専
用
機
Ｂ
－
７
４
７
』
で
は
、

校
に
入
校
し
、
卒
業
後
、
飛
行
教
育
の
課
程
を
経
て
、
ウ
イ
ン
グ
マ
ー
ク
を
手
に
し

を
運
び
、
息
子
を
見
守
っ
て
き
た
。
２
０
１
７
年
１
０
月
の
「
航
空
自
衛
隊
観
閲
式
」

山
下
相
談
員
は
、
航
空
自
衛
隊
へ
入
隊
が

し
、
保
護
者
を
交
え
て
情
報
交
換
を
行
な
う

是
非
紹
介
し
た
い
。
地
元
出
身
で
活
躍
し
て

退職予定隊員就職連絡会議を開催

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
市
ケ
尾
募
集
案

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
市
ケ
尾
募
集
案
内
所(

所
長 

近
藤
１
空
尉)

は
、
２
月
２

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

１
等
海
佐

と
を
目
的
に
同
地
本
が
主
催
し
た
も
の
。

す
る
職
業
相
談
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
援
護
担
当
者
の

き
情
報
交
換
の
場
を
設
け
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

「
平
成
２
９
年
度
神
奈
川
県
自
衛
隊
退
職
予
定
隊
員
就
職

本
会
議
は
、
神
奈
川
労
働
局
及
び
県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

１
３
名
、
自
衛
隊
援
護
関
係
者
か
ら
１
０
名
の
参
加
を
得

就
職
援
護
状
況
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有
し
た
。

神
奈
川
地
本
は
、「
今
後
も
神
奈
川
労
働
局
・
ハ
ロ
ー

と
自
衛
隊
援
護
関
係
者
と
の
協
力
関
係
の
強
化
を
図
る
こ

ま
た
、
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
中
高
年
の
求
職
者
に
対

ワ
ー
ク
と
自
衛
隊
と
の
協
力
関
係
強
化
の
た
め
、
引
き
続

山
野
太
資
）
は
、
３
月
９
日
（
金
）
同
地
本
に
お
い
て

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
神
奈
川
労
働
局
と
県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
紹
介
状
況
や
退
職
自
衛
官
の

ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
の
た
め
の
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

話しが弾む鈴木さん

「労働局・ハローワークとの協力関係を強化」

雑誌『航空情報』１０月号表紙

政府専用機パイロットを務める山下３佐

関係者が一堂に会した会議の様子

の
志
願
者
獲
得
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

的
に
行
な
っ
て
い
る
。

し
て
い
る
。


